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日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会 

暮
ら
し
と
家
計
に
軸
足
を
置
い
た
経
済
政
策
を
！
米
軍
給
油
支
援
法
は
廃
止
を
！ 

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

八
月
十
七
日
の
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
『
報
道
二
〇
〇
一
』
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
福
田
内
閣
の
支
持
率
は
二
九
％
、
不

支
持
率
は
六
五
・
二
％
、
「
不
支
持
」
が
「
支
持
」
の
二
倍
強
で
し
た
。
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
も
、
内
閣
改
造
も
、

福
田
内
閣
の
評
判
を
、
よ
く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

閣
僚
の
顔
ぶ
れ
を
変
え
る
だ
け
の
「
改
造
」
で
は
、
国
民
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
の
は
、
当
然
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

秋
の
臨
時
国
会
や
、
解
散
・
総
選
挙
を
前
に
し
て
、
日
本
共
産
党
は
、
国
民
の
暮
ら
し
の
要
求
に
こ
た
え
て
、

政
治
の
中
身
を
変
革
す
る
た
め
に
、
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

福
田
内
閣
は
、
い
わ
ゆ
る
「
安
心
実
現
の
た
め
の
総
合
経
済
政
策
」
と
、
そ
の
た
め
の
補
正
予
算
を
、
く
も
う

と
し
て
い
ま
す
。
問
題
は
そ
の
中
身
で
す
。 

「
ワ
ー
キ
ン
グ 

プ
ア
」
を
生
み
だ
し
た
、
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
や
、
社
会
保
障
費
の
自
然
増
さ
え
認
め
な

い
、
社
会
保
障
抑
制
な
ど
、
構
造
改
革
路
線
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
、
力
を
合
わ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

み
な
さ
ん
。 

労
働
者
派
遣
法
の
改
定
は
、
「
日
雇
い
派
遣
」
の
禁
止
に
と
ど
ま
ら
ず
、
抜
本
改
正
が
必
要
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
自
民
党
や
公
明
党
、
民
主
党
や
社
民
党
ま
で
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
「
派
遣
労
働
」
を
原
則

自
由
化
し
て
し
ま
っ
た
、
九
十
九
年
の
改
悪
以
前
に
も
ど
す
こ
と
を
、
提
案
し
て
い
ま
す
。 

「
派
遣
労
働
」
は
、
通
訳
な
ど
、
臨
時
的
・
一
時
的
業
務
に
限
定
す
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、
派
遣
労
働
者
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
作
業
着
や
駐
車
場
の
使
用
な
ど
に
、
差
別
を
設
け
る
の
は
、
不
当
な
こ
と
で
す
。 
 

日
本
共
産
党
は
、
正
社
員
と
の
均
等
待
遇
を
実
現
し
、
実
績
を
つ
ん
だ
「
派
遣
労
働
者
」
を
、
正
社
員
に
す
る

道
を
広
げ
る
た
め
に
、
力
を
つ
く
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

年
金
は
、
二
ヶ
月
分
が
翌
月
振
り
込
ま
れ
る
、
後
払
い
な
の
に
、
保
険
料
は
先
払
い
―
―
ひ
ど
す
ぎ
ま
す
。 

重
た
い
負
担
と
医
療
差
別
で
、
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
廃
止
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
、
国
会
請
願
署
名
に
、
引
き
続
き
、
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

ガ
ソ
リ
ン
代
が
か
さ
ん
で
、
業
者
も
勤
労
者
も
大
変
で
す
。
食
料
品
な
ど
、
物
価
高
が
国
民
生
活
を
脅
か
し
て

い
ま
す
。 

投
機
マ
ネ
ー
の
規
制
が
必
要
だ
と
い
う
の
は
、
心
あ
る
人
た
ち
の
共
通
の
意
見
で
す
。 

原
油
や
食
糧
の
、
取
引
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
情
報
開
示
の
た
め
に
、
政
府
は
動
く
べ
き
で
は 

な

い
で
し
ょ
う
か
。
国
際
的
な
一
致
協
力
も
、
も
ち
ろ
ん
、
必
要
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
燃
油
高
騰
な
ど
の
被
害
者
に
対
し
て
、
直
接
補
填
の
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と

を
、
提
案
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
。 

イ
ン
ド
洋
で
、
米
軍
に
タ
ダ
で
油
を
供
給
す
る
、
米
軍
給
油
支
援
法
・
新
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
が
、
来
年
一

月
、
期
限
切
れ
を
迎
え
ま
す
。 

「
自
衛
隊
は
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
撤
退
せ
よ
」
と
い
う
声
を
、
広
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

日
本
共
産
党
は
、
米
軍
給
油
支
援
法
・
新
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
の
延
長
も
、
海
外
派
兵
恒
久
法
の
た
く
ら
み

も
、
断
念
さ
せ
る
ま
で
、
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
力
を
つ
く
し
て
頑
張
り
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
政
権
の
担
い
手
の
交
替
で
は
な
く
、
政
治
の
中
身
の
変
革
で
す
。 

大
企
業
応
援
か
ら
、
家
計
・
国
民
の
暮
ら
し
に
軸
足
を
お
い
た
、
経
済
政
策
へ
の
転
換
。
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り

政
治
を
や
め
る
こ
と
。
―
―
こ
う
い
う
変
革
を
、
日
本
共
産
党
と
い
っ
し
ょ
に
、
進
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 


